
 

 
倉敷市議会 9月定例会は、平成 22年度一般会

計補正予算案（約 61 億 7,000 万円）、条例案な

ど 21議案を議決しました。 

 

市民のみなさんとの協同で、多くの要望

が実現しました 

①倉敷市総合療育センター「ゆめぱる」に臨

床心理士等の専門職の配置が決まり、相談体制

の充実が。また、施設の拡充も検討される。 

②職と住まいを失った人への緊急一時宿泊所

事業、来年度も継続へ。 

③古文書・公文書などの保存・閲覧施設「総

務課歴史資料整備室」が真備支所庁舎内に開設

される。 

④玉島障がい者支援センターの障がい者用駐

車場スロープに屋根が設置される。 

一般質問をおこなう末田正彦議員（ジーンズ議会です） 

（９月８日～９月２８日） 

お気軽にご連絡ください。TEL086-470-0662 
無料生活相談：毎月第１，第３水曜日(公務等で日程変更の場合あり) 9:30～12:00 日本共産党児島後援会事務所にて 

8 月 3 日 党市議団行政視察（総社市常盤防災公園） 

しかし、チボリ跡地開発では問題が... 

当初、防災公園を提案していた市の公園計画

は徐々にトーンダウン。また、アウトレットモ

ールや大型ショッピングセンターがオープンす

れば、既存商店街のお客を奪うことは必至です。 

党市議団は、「大型商業施設は規制し、中小企

業や農業の振興などで雇用の拡大と地域経済活

性化に力を入れるべき」と主張しました。 
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7 月 19 日 2010 原水爆禁止国民平和大行進（児島ｺｰｽ） 

 

 

９月定例市議会で質問しました 
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◇安心できる保育を、 

市長の政治姿勢を問う◇ 

現行保育制度の拡充こそ必要、幼稚園と

保育園の一体化「子ども・子育て新システ

ム」は問題あり 

末田正彦「新システムでは、保育所の入所は保

護者の自己責任で施設と契約する。保育所設置の

最低基準は、企業の参入促進を図るために廃止し、

地方に任せる。保育費用は応益負担とするなど、

保育における市町村の実質的な責任はほとんどな

くなる。 

 現行保育制度は児童福祉法のもとで、国と自治

体の保育実施責任の明記、国による最低基準の確

保、保育費用の公費負担を原則にしている。地域

や家庭の状況にかかわらず、保育を必要とするす

べての子供たちに平等に保育を保障する制度。国

と自治体の責任を投げ捨て、保育・子育てを市場

にゆだね、保育・幼児教育を変質させる新システ

ムの導入は、将来に禍根を残すもので実施すべき

でない。新システムは問題ないとお考えか」 

渡辺進一保健福祉局長は、「引き続き国の保育制

度改革の動向を注視しながら関係部局とも連携

し、適切に対応してまいりたい」と答えるにとど

まりました。 

 

 

 
９月定例市議会、末田まさひこの一般質問から 
 

◇子どもの健やかな成長を願って◇ 

1.子どもの医療費は、小学校卒業までの無

料化を求める 

末田「２月議会で市長は、『通院分への拡大につ

いては、今後の拡大に向けて、その実施時期、方

法等について関係機関と協議をしているところ』

と答弁している。通院分の無料化について、小学

校６年生までの拡大を求めるがどうか」 

渡辺保健福祉局長は、「現在、通院分の医療費助

成を小学校６年生まで拡大することを検討してい

る。国において、子ども手当の上積み分を子ども

医療費の負担軽減に使うことが認められた場合に

は、大変有効であると考えている。また、無料化

と並行して一部の負担をお願いする方法も考えて

いる。国や県の動向を注視しながら、子ども医療

費の助成の通院分の拡大に向けた検討を行ってい

る」と答えました。 

 

2.肺炎球菌ワクチン、インフルエンザ菌ｂ

型ワクチン、子宮頸がんワクチンなど、小

児用ワクチン接種に公費助成を 

末田「現在、公費助成を行っている自治体が徐々

にふえている。県内ではインフルエンザ菌ｂ型ワ

クチン（ヒブワクチン）は奈義町で、子宮頸がん

ワクチンは和気町、鏡野町、勝央町、奈義町、新

質問内容の一部を抜き出して、編集してあります 
2010 年 9 月 14 日登壇 

 

8 月 6 日 ピースバルーン（倉敷市児島支所） 

末田まさひこホームページも、ぜひご覧ください HP アドレス http://www.kct.ne.jp/~jbeans/ 

8 月 7 日 どんかっか祭り（児島公園） 



庄村、西粟倉村の６町村で公費助成が行われてい

る。ワクチン接種を希望する人が、お金の心配な

しに、だれでも平等に接種できるように公費助成

を求めたい」 

曽根啓一保健福祉局参与の答弁（再質問への）

は「どのように考えていったらいいのかというよ

うなことで、今一生懸命考えているところ」とい

う曖昧なものであったため、さらに市長に対し答

弁を求めました。 

伊東香織市長は、再々質問に対して、「ご要望を

受け、どのようなことができるかを検討している

状況であり、現在の段階で何とも申し上げられな

いのが現状。ただ、医師会はじめ、要望をいただ

いたことはしっかりと受けとめて検討している」

と答えました。 

 

◇倉敷市総合療育相談センター 

“ゆめぱる”の充実を◇ 

当局は、臨床心理士など専門職の早期の

配置と、手狭になっている相談スペースの

拡充について検討を約束 

末田「“ゆめぱる”の相談実績は、登録者数、相

談件数とも大きく増えている。センターでの懇談

の中でも、相談体制の充実と施設の拡充が喫緊の
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9 月 25 日 倉敷市立柳田保育園運動会 

 

9 月 26 日 日中友好協会創立 60 周年記念集会 

 

課題であることがだされた。高まる市民ニーズに

こたえようと思えば、相談体制の充実が必要だと

考える。また、手狭になったセンターの抜本的な

拡充を求める」 

渡辺保健福祉局長は、「今後も、相談件数は増加

し、相談内容も専門性が増すことが予想される。

そのため、療育機関などで経験を積んだ、十分な

知識も備えた臨床心理士などの専門職を早期に配

置する。事務スペースの拡充は、事業団とも協議

しながら早急にやっていきたい。また、相談室に

ついても検討する」と前向きに答えました。 

 

※）9月 22日に臨床心理士１名の採用募集が行わ

れました。 

 

◇生活弱者が 

安心して暮らせるために◇ 

1.高齢者の社会的孤立をなくすため、行政

は体制強化を 

末田「急速に進んだ高齢化の中で、高齢者の社

会的孤立が深刻化している。介護保険の導入を機

に、高齢者の実態把握の責任は高齢者支援センタ

ーが負うことになり、行政の責任が大幅に後退し

た。高齢者支援センター任せでいいのか。高齢者

みなさんのご意見・ご感想をお寄せください。  sueda@mx7.kct.ne.jp TEL086-470-0662 FAX086-470-0668 
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・7/4  児島学区子ども会球技大会 

・7/7  定例生活相談日 

・7/12～14 倉敷市議会総務委員会行政視察 

・7/17 党市議団市政報告会（水島公民館） 

・7/19 2010原水爆禁止国民平和大行進（児島コース） 

・7/20 倉敷民主商工会児島税務署交渉同席 

・7/21 党市議団市内行政視察（玉島児童館） 

・7/23 徳島大学美土利会岡山支部総会 

・7/26倉敷市議会議員研修会／議会活性化協議会 

・7/27 南部水道企業団議会第２回定例会 

・7/31～8/2  第 52回自治体学校（福井市） 

・8/3  党市議団行政視察（総社市常盤防災公園） 

・8/4  定例生活相談日 

・8/6  平和の鐘／ピースバルーン（児島会場） 

・8/7  どんかっか祭り（児島公園） 

・8/9 平和の鐘 

・8/10 党倉敷地区委員会総会 

・8/12 板池町内会盆踊り 

・8/14 児島高校同窓会 

・8/15 平和の鐘 

・8/18倉敷市議会議員研修会／議会活性化協議会 

       党岡山県地方議員会議 

・8/27 倉敷市議会総務委員会 

    倉敷のまちづくりを考える交流集会 

・9/1 倉敷市議会議員研修会 

・9/2 ９月議会前党市議団県政・市政懇談会 

・9/5 倉敷市の農業を考える会結成総会 

・9/8 倉敷市議会９月定例会開会（～28日まで） 

    党市議団市内行政視察（ゆめぱる、玉島港） 

・9/9 本会議一般質問通告〆切り 

・9/14 末田正彦本会議一般質問登壇 

    党倉敷地区委員会総会 

・9/18,19  ｻﾝｾｯﾄﾌｪｽﾀ inこじま王子が岳夕陽のしらべ 

・9/19 児島地区敬老慰安大会 

・9/24 倉敷市議会総務委員会 

・9/25 倉敷市立柳田保育園運動会 

    第９回はばたきふれあい祭り 

・9/26 町内溝掃除／日中友好協会創立 60周年記念集会 

・9/28倉敷市議会９月定例会閉会 

この間の主な参加行事、活動です（７～９月） の社会的孤立をなくすため、社会福祉事務所が責任

をもって高齢者の実態把握を行うことが必要だ。福

祉の専門性を持つ職員をふやし、民間とのネットワ

ークを強めて、行政の責任で援助を行う体制の強化

を求める」 

渡辺保健福祉局長は、「今後とも、高齢者支援セ

ンターと連携し、高齢者の社会的孤立をなくするよ

う努めたい」と答えるにとどまりました。 

 

2.高齢者等への家庭ごみの戸別収集を提案 

末田「高齢者や障がいのある方への生活支援を目

的に、分別された家庭ごみを自宅の玄関先まで収集

に行くこと、さらに希望者にはその際声をかけて安

否の確認を行う事業の実施をもとめる。全国的にも

広がりつつあり、この６月には埼玉県川口市でも始

まり大変喜ばれている」 

物部健二環境リサイクル局長は、「他都市での実

施状況を調査するとともに、安否確認を含めた支援

制度などについて、どのようなことが可能か検討す

る」と答えました。 

 

3.熱中症等の暑さ対策－生活保護世帯への

クーラー設置補助などを求める 

末田「一時扶助でのクーラーの設置・修理費用の

支給、また夏季加算の新設を早急に実施するように

国に対して求めてもらいたい。昨日（9/13）の参議

院厚生労働委員会で、長妻厚生労働大臣はわが党の

田村智子議員への答弁で、夏季加算について導入を

検討する考えを示した。また、緊急援護資金の活用

を認めてもらいたい」 

渡辺保健福祉局長は、「クーラー設置費用として

支給が認められるよう、国に対して要望を検討す

る。また、夏季加算についてもあわせて国への要望

を検討する。緊急援護資金の柔軟な活用について

は、寝たきりの方など緊急性や必要性を十分に検討

し、個別に対応することは可能ではないかと考えて

いる」と答えました。 

末田まさひこホームページも、ぜひご覧ください HP アドレス http://www.kct.ne.jp/~jbeans/ 

○その他の質問項目 

1.「地域主権改革」、「国民健康保険の広域化」について、 

市長の認識を問う 

2.犬猫など動物との共生社会を！殺処分ゼロを目指して 

3.倉敷国際トライアスロン大会事業について 

 


